
地域文化コース（生活科学）

•中村恵子研究室
私の研究室では、調理・加工過程における食品の変化やおいしさの知覚について科

学的に研究しています。また、食に関する教育について調査・分析・考察します。

【過去の大学院生の研究紹介】
1.地域に根ざした郷土料理に対する意識と喫食状況及びその伝承に

ついて～福島県県北地域における世代間調査を通して～(R4年度修士論文)

福島県の若者世代、子育て世代、シニ
ア世代に福島県の郷土料理に関するアン
ケート調査を行いました。郷土料理を伝
え継ぐためには、郷土料理を食べて知っ
てもらうこと、調理工程を簡素化してレ
シピ等を発信することが大事であること
が明らかになりました。



2. 学校の食育を通した「郷土愛」の指導～聞き書き調査と総合的
な学習の時間における実践～ (H27年度修士論文)

3. 学校の食育を通した箸の指導 (H27年度修士論文)

福島県飯舘村の方から食の聞き書き調査を行い、村
での暮らしと食との関係から「郷土愛」について考察
しました。また、飯舘村の高齢者を講師に小学校の総
合的な学習の時間でみそ造りの実践を行い、「郷土
愛」を育む授業について検討しました。

簱野梨恵子「までぇな食づくり」福
島民報社

簱野梨恵子・中村恵子：昭和から平成にかけての飯舘
村の家庭料理と村の生活について、福島大学地域創造、
第30巻、第1号、p.97-103(2018)

小学生の箸の持ち方の現状について調査し、
伝統的な箸の持ち方を集団で指導する方法を
開発しました。給食指導で実践しその効果を
検証しました。学校給食におけるメニューと
食具との関係についても調査・検討しました。

井間眞理子・中村恵子：学級における箸の持ち方の指導と
その効果、日本食育学会誌、第13巻、第1号、p.33-42（2019)



•千葉桂子研究室
私の研究室では、被服の適合性に関して、被服設計の立場から着用性能について検討

しています。また衣服と人間のかかわりについても、時代の背景や気候風土と関連させ
て検討します。

【過去の大学院生の修士論文】
小袖における文字文様の意味に関する研究 : 小袖雛形本を資料として

(H22年度修士論文)
和服の原形である小袖は平安時代に出現し江

戸時代に現在とほぼ同じ形態になったといわれ、
時代ごとにその形態や意匠に流行があったこと
が知られています。特に文様として文字が配さ
れた江戸時代の文字文様小袖に注目し、その特
徴や流行・衰退の時期について検討しました。
また、文様に表された文字が源氏物語や伊勢

物語の一説や、絵文様とともに当時流行した判
じ物の一部を示している例が複数あることを明
らかにすることができました。

福島市山口の文知摺観音に関連のある文字文様の例

「陸奥の しのぶもぢずり 誰ゆゑに 乱れそめにし
われならなくに」（源 融）



•角間陽子研究室
私の研究室では、生涯を見通した主体的な生活者を育成する家庭科教育の研究を
しています。また、生活の自立と共同・共生の理論に基づく生活経営分野の学習内
容や教材、評価についての研究を行っています。

【過去の大学院生の研究紹介】
中学校家庭科における家族関係の学習指導・評価に関する研究

(H27年度教職教育実践専攻カリキュラム開発領域修士論文)

中学校家庭科におけるこれまでの家族関係の
学習指導について整理し、中学生の実態を把握
するアンケート調査を行いました。家族関係の
学習内容として取り上げるコミュニケーション
スキル、評価についての理論研究を行い、習得
した知識や技能を生活で活用する力を評価する
ためのパフォーマンス課題、学習指導案及び教
材、ルーブリックを作成し、3年生を対象にし
た実践を通して有効性を検討しました。

伊澤奏絵・角間陽子：家族関係の学習における生徒の主体意識を高
める指導の在り方，東北家庭科教育研究，第14号，1-7（2015)
伊澤奏絵・角間陽子：中学校家庭科における家族関係の学習指導・
評価に関する研究，東北家庭科教育研究，第15号，15-21（2016)
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